





A study of aspect of difficulties experienced by new visiting nurses 
during the transition period of visiting nursing after experiencing hospital work
─ A visiting nurse interviews ─
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をみると、 8 割以上の者が 6 年～ 20 数年 4）である。
1 ）四條畷学園大学看護学部看護学科　Shijonawate Gakuen University,Faculty of Nursing


























































































































































A 氏の面接は、1 回で面接時間は約１時間 30 分
であった。統合化のプロセスについては、逐語録
から単位化された元ラベル数（生データ数）は、
全 103 枚であった。1 段階目のラベル（A001 ～
A017）となった。残り 40 枚は元ラベルのまま 1 段
















































































































































外への解決策の模索：                   内への解決策の模索： 














   
                                  
                     組織への内省： 




                                                         
     
対象者との関わりへの内省：対象者主体で看護実践する      自己への内省：五感を使って看護実践する 
ことの重要性の気づき                   ことの重要性の気づき 
 
                    













































































































































































































































































































































ろ、入職して 1 ～ 2 年の間は、職務継続意向が低
いため新人訪問看護師の定着を促進するためには、
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